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１ 　 文化財保護課の目標と 決算

１ －１ 　 目標

川越市は、 埼玉県を代表する文化財の街である。 こ れは、 各地域の人々が伝承さ れてきた歴史

的建造物や伝統芸能などを大切に守り 、 伝えてきた結果であり 、 今後も こ れら の貴重な文化財を

将来の世代に引き継いでいかなければならない。

こ のため、 つぎのよ う な目標のも と で、 文化財の保存と 活用を推進していく 。

• 文化財の諸調査を実施し、 理解を深めると と も に、 その保存と 活用を図る。

• 指定文化財の維持、 管理の充実と その活用を図る。

• 河越館跡の整備及び活用の推進を図る。

• 文化財保護意識の啓発に努める。

• 文化財保護団体等と の連携を図り 、 保護活動の推進に努める。

１ －２ 　 令和５ 年度決算及び前年度比較

区　 　 　 　 分 令和４ 年度 令和５ 年度 比較増減額 増減率

一般会計 121,631,298,226 127,096,650,755 5,465,352,529 104.5%

教育費 13,482,745,850 13,291,407,614 △ 191 ,338,236 98.6%

文化財保護費 59,424,880 115,494,950 56,070,070 194.4%

事
業
別

文化財保護課一般事務 258 ,180

文化財の維持・ 管理 11,704,073 8,031,808 △ 3,672,265 △ 68.6%

文化財の活用 34,555,687 44,537,514 99,871,827 128.9%

河越館跡整備 13,165,120 55,307,448 42,142,328 420.1%

文化財の保存修理 7,364,000

２ 　 教育委員会事務局組織と 文化財保護課の主な事務

4 月 1 日時点
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３ 　 附属機関等

文化財保護課では、 文化財保護審議会をはじめ、 個々の文化財について検討する委員会を３ つ

設置している。 また、 都市景観課では、 伝統的建造物群保存地区保存審議会を設置している。

３ －１ 　 川越市文化財保護審議会

川越市文化財保護審議会は、 川越市文化財保護条例第４ 条に基づき設置さ れており 、 令和５ 年

度は 11 名の委員を委嘱し ている。 委員の役割分担は、 考古・ 歴史・ 民俗・ 建築・ 植物・ 文学な

どにわかれており 、 川越市の指定文化財に関する調査と 、 指定文化財の維持・ 管理についての助

言等を行う 。

委員名簿（ 任期　 令和５ 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月 31 日）

職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名

会　 長 山　 野　 清二郎 委　 員 佐　 藤　 啓　 子 委　 員 牧　 野　 彰　 吾

副会長 松　 尾　 鉄　 城 〃 羽　 生　 修　 二 〃 水　 上　 嘉代子

委　 員 大久根　 　 　 茂 〃 馬　 場　 　 　 弘 〃 水　 口　 由紀子

〃 小久保　 　 　 徹 〃 林　 　 　 宏　 一

開催状況　

第１ 回

期日 令和 5 年７ 月 28 日（ 金）

場所 教育委員会室

出席者 10 名

主な議題

• 蔵造り 資料館の現状変更について

• 市指定文化財加藤家住宅の市指定解除について

• 山車の指定について　 等

第２ 回

期日 令和 6 年 2 月 2 日（ 金）

場所 教育委員会室

出席者 10 名

主な議題

• 河越館跡整備事業の進捗状況について

• 蔵造り 資料館の工事の進捗状況について

• 蔵造り 資料館の現地視察　 等
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３ －２ 　 川越氷川祭の山車行事山車等修理検討委員会

川越氷川祭の山車行事山車等修理検討委員会は、 川越氷川祭の山車行事山車等修理検討委員会

条例に基づき、 川越氷川祭の山車行事に係る山車等の修理等に関して検討を行う ため設置してい

る。 令和５ 年度は、 委員と して民俗、 建築、 人形、 繊維・ 染織を専門と する学識経験者と 保護団

体代表の５ 名を委嘱している。

委員名簿（ 任期　 令和５ 年４ 月１ 日～令和７ 年３ 月 31 日）

職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名

委員長 大久根　 　 　 茂 委　 員 水　 上　 嘉代子 委　 員 馬　 場　 　 　 弘

副委員長 是　 澤　 博　 昭 〃 小　 澤　 雄　 樹

開催状況　

第１ 回

期日 令和５ 年８ 月２ 日（ 水）

場所 川越まつり 会館　 多目的室

出席者 ３ 名

主な議題
• 祭礼後に寄せられた破損・ 不具合の報告続報

• 令和６ 年度以降の山車修理事業について

第２ 回

期日 令和 5 年 11 月 6 日（ 月）

場所 オーク ２ 　 H2 ビル１ 階　 会議室

出席者 ５ 名

主な議題

• 祭礼後に寄せられた破損・ 不具合の報告

• 祭礼後に寄せられた破損・ 不具合の報告続報

• 令和６ 年度の山車修理事業について

• 令和８ 年度以降の山車修理事業について
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３ －３ 　 川越市河越館跡整備検討委員会

　 川越市河越館跡整備検討委員会は、 川越市河越館跡整備検討委員会条例に基づき河越館跡の整

備に関して検討を行う ため設置さ れている。 令和５ 年度は中世史、 考古学、 造園学、 景観工学等

を専門と する ９ 名の委員を委嘱している。

委員名簿（ 任期　 令和４ 年 11 月１ 日～令和６ 年 10 月 31 日）

職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名

委員長 浅　 野　 晴　 樹 委　 員 落　 合　 義　 明 委　 員 齋　 藤　 慎　 一

副委員長 田　 中　 　 　 信 〃 小　 野　 正　 敏 〃 鈴　 木　 　 　 誠

委　 員 内　 田　 祥　 士 〃 小久保　 　 　 徹 〃 橋　 口　 定　 志

開催状況

第 1 回

期日 令和５ 年５ 月 11 日（ 木）

場所 川越市役所本庁舎４ 階　 4A会議室

出席者 ７ 名

主な議題

• 委員長・ 副委員長選出

• 既設道路拡幅に伴う 新田屋敷遺跡発掘調査について

• 河越館跡整備スケジュールについて

• 史跡保存活用計画素案の修正について

第 2 回

期日 令和５ 年 12 月 20 日（ 水）

場所 教育委員会室

出席者 ５ 名

主な議題

• 既設道路拡幅に伴う 新田屋敷遺跡第 15 次発掘調査の現状について

• 史跡保存活用計画案について

• 史跡整備及び史跡保存活用計画策定のスケジュールについて

第 3 回

期日 令和６ 年３ 月 25 日（ 月）

場所 オーク ２ 　 H2 ビル１ 階　 会議室

出席者 ７ 名

主な議題

• 既設道路拡幅に伴う 新田屋敷遺跡第 15 次発掘調査の現状について

• 文化庁整備部門視察報告

• 史跡保存活用計画第１ ～６ 章について

• 史跡整備及び史跡保存活用計画策定のスケジュールについて
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３ －４ 　 川越市山王塚古墳調査検討委員会

川越市山王塚古墳調査検討委員会は、 川越市山王塚古墳調査検討委員会条例に基づき、 山王塚

古墳の調査及び研究に関して考古学・ 古代史などを専門と する学識経験者によ り 検討するため設

置さ れた。 令和４ 年度は考古学、 古代史を専門と する ５ 名の委員によって検討を行った。

委員名簿（ 任期　 令和４ 年 11 月１ 日～令和５ 年 3 月 31 日）

職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名

委員長 広　 瀬　 和　 雄 委　 員 池　 上　 　 　 悟 委　 員 小久保　 　 　 徹

副委員長 須　 田　 　 　 勉　 〃 宮　 瀧　 交　 二 〃

開催状況

　 令和５ 年度は検討事項が無かったため、 開催しなかった。

３ －５ 　 川越市伝統的建造物群保存地区保存審議会

川越市伝統的建造物群保存地区保存審議会は、 川越市伝統的建造物群保存地区保存条例第 １０

条に基づき設置さ れており 、 市長及び教育委員会の諮問に応じ、 保存地区の保存等に関する重要

事項について調査及び審議をし 、 並びにこ れら の事項について市長及び教育委員会に建議するこ

と を目的と している。 令和５ 年度は １２名の委員を委嘱している。

委員名簿（ 任期　 令和４ 年８ 月 30 日～令和６ 年８ 月 29 日）

職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名

会　 長 福　 川　 裕　 一 委　 員 佐　 藤　 由美子 委　 員 石　 村　 晃　 龍

副会長 隈　 倉　 雄二郎 〃 中　 山　 昌　 克 〃 山　 川　 直　 美　

委　 員 溝　 尾　 良　 隆 〃 森　 内　 優　 子 〃 原　 　 　 知　 之

〃 田　 口　 陽　 子 〃 長　 島　 貴　 子 〃 竹　 澤　 穣　 治

開催状況　 　

第１ 回

期日 令和５ 年 11 月 17 日（ 金）

場所 教育委員会室

出席者 ９名

主な議題

• 令和４ 年度伝建地区保存整備事務について

• 令和４ 年度国庫補助事業について

• 令和５ 年度国庫補助事業について

• 川越市蔵造り 資料館耐震化事業について
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３ －６ 　 川越市文化財保存活用地域計画策定協議会

川越市文化財保存活用地域計画策定協議会は、 川越市文化財保存活用地域計画策定協議会運営

要綱に基づき、 文化財保護法第百八十三条の九第一項で規定さ れている文化財保存活用地域計画

作成のため、 その意見を聴取する場と して設けら れている。 令和３ 年度から 協議会を新たに立ち

上げた。 委員と し て文化財所有者、 学識経験者、 観光団体の代表者、 埼玉県、 川越市の合計 12

名に依頼している。

委員名簿（ 任期　 令和３ 年６ 月 30 日～令和６ 年６ 月 29 日）

職　 名 氏　 名 職　 名 氏　 名

座　 長 落　 合　 義　 明 委　 員 根　 岸　 督　 好

副座長 栗　 原　 健　 一 〃 内　 田　 幸　 彦

委　 員 原　 　 　 知　 之 〃 富　 田　 広　 之

〃 中　 村　 大　 介 〃 田　 中　 勝　 宏

〃 大久根　 　 　 茂 〃 粕　 谷　 　 　 勝

〃 守　 山　 　 　 登 〃 齊　 木　 　 　 隆

開催状況　

第１ 回

期日 令和５ 年７ 月 24 日（ 月）

場所 北公民館　 会議室１ ・ ２

出席者 10 名

主な議題

• 川越市文化財シンポジウムの結果報告について

• 文化庁と の協議結果について

• 川越市文化財保存活用地域計画について
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５ －４ 　 公有化の推移

年度
取 得 面 積

（ ㎡）

取得面積合計

（ ㎡）
公有化率 年度

取 得 面 積

（ ㎡）

取得面積合計

（ ㎡）
公有化率

昭和 45 年度 5,865 5 ,865 12％ 平成９ 年度 1,763 22 ,169 45％

昭和 46 年度 6,741 12 ,606 26％ 平成 10 年度 10,286 32 ,455 67％

昭和 47 年度 809 13 ,415 27％ 平成 11 年度 1,638 34 ,093 70％

平成元年度 253 13,668 28％ 平成 12 年度 181 34 ,274 70％

平成２ 年度 487 14,155 29％ 平成 13 年度 1,999 36 ,273 74％

平成３ 年度 512 14,667 30％ 平成 14 年度 295 36 ,568 75％

平成４ 年度 796 15,463 32％ 平成 15 年度 204 36 ,772 76％

平成５ 年度 1,196 16 ,659 34％ 平成 16 年度 395 37,167 77％

平成６ 年度 1,079 17 ,738 36％ 平成 17 年度 232 37,399 77％

平成７ 年度 1,275 19 ,013 39％ 令和元年度 2,619 40,018 82%

平成８ 年度 1,393 20 ,406 42％
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５ －５ 　 河越館跡活用事業

　（ １ ） 河越流鏑馬

　 　 　 河越館跡外周整備工事に伴い、 令和５ 年度は中止と なった。

　（ ２ ） 行為許可

　 令和５ 年度の許可行為については、 下記のと おり である 。

行為日 行為目的

１ ３ 月１ ６ 日 上戸育成会の通学班新旧顔合わせ会

　（ ３ ） 西文化会館展示コーナー

　 平成 21 年 11 月の河越館跡史跡公園開園に合わせ、 こ れまでの発掘調査の成果を公開する た

めの施設と して、 隣接する川越市立上戸小学校の校舎内に資料展示室を設けたが、 令和２ 年度を

も って閉室と なった。 そのため、 令和 3 年 4 月 16 日よ り 、 西文化会館の図書コーナーの一角を

借用し 、 発掘調査の成果等を展示している。



10



11

６ 　 第 58 回全国史跡整備市町村協議会大会

６ －１ 　 全国史跡整備市町村協議会の概要

　 当協議会は全国の史跡・ 名勝、 天然記念物及び重要文化的景観の所在する市町村が加盟し 、 協

調して、 史跡等の整備に関する調査研究及びその具体的方策の推進を図り 、 も って文化財の保存

と 活用に資するこ と を目的と している。

　 活動は、 史跡保全議員連盟や文化庁と の密接な連携のも と 行われ、 全国史跡整備市町村協議会

関係予算（「 史跡等公有化助成」、「 史跡等整備活用事業」、「 埋蔵文化財発掘調査等」 の３ 本柱）

の確保に向けた陳情活動等を積極的に行っている。

６ －２ 　 第 58 回全国史跡整備市町村協議会大会事業報告

期日 会議名等 詳細

令和 4 年 10 月 26 日 第 1 回実行委員会 リ モート による開催

内容： 規約案、役員選出案、担当者会議設置、

　 　 旅行業者の選定について協議。

令和 5 年 1 月 20 日 第 1 回担当者会議 場所： 川越市役所

内容： 大会概要、 エク スカーショ ン案、 動

　 　 　 員について協議。

令和 5 年 4 月 21 日 第 2 回実行委員会 書面による開催

内容： 実行委員会の体制、 事業計画案及び

　 　 　 予算案、 エク スカーショ ン案、 VIP

　 　 　 エク スカーショ ン案について協議。

令和 5 年 4 月 28 日 参加意向調査 加盟市区町村及び都道府県に参加意向調査

を実施。

令和 5 年 5 月 24 日 全史協事務局現地視察対応 場所： 川越市、 富士見市

内容： 大会運営等の協議、 会場視察、 VIP

　 　 　 エク スカーショ ン現地視察。

令和 5 年 7 月 5 日 第 1 回全史協役員会 場所： 都市センターホテル（ 東京）

内容： 第 58 回大会開催地挨拶。

令和 5 年 7 月 21 日 大会開催案内通知 内容： メ ールを一斉送信。 受付等業務委託

　 　 　 業者からも参加申込に関するＵＲ Ｌ

　 　 　 をメ ールにて送信。

打合せ懇談会案内通知 内容： 全史協役員（ 会長、 副会長、 監事）

　 　 　 と 来賓に文書で通知。 史跡保全議員

　 　 　 連盟、 文化庁には全史協事務局（ 三

　 　 　 島市） から文書で通知。

令和 5 年 8 月 31 日 担当部課長会議 場所： 都市センターホテル（ 東京）

内容： 第 58 回大会の議題について協議。

令和 5 年 8 月 1 日 第 3 回実行委員会 場所： 川越市役所

内容： 事前意向調査による出席状況、 スケ

　 　 　 ジュール、 エク スカーショ ンについ

　 　 　 て報告。 総会について協議。

令和 5 年 9 月 27 日 第 2 回担当者会議 場所： 川越市役所

内容： 大会執務内容の確認。
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期日 会議名等 詳細

令和 5 年 10 月 3 日 VIP エク スカーショ ン

（ 1 日目）

場所： 山王塚古墳、 水子貝塚、

　 　 　 川越城本丸御殿

来賓： 議連からは、 赤池誠章参議院議員が

　 　 　 参加。

打合せ懇談会 ※①参照

令和 5 年 10 月 4 日 VIP エク スカーショ ン

（ 2 日目）

場所： 河越館跡、

　 　 　 川越市川越伝統的建造物群保存地区

来賓： 議連からは、 細野豪志衆議院議員が

　 　 　 参加。

第 2 回全史協役員会 場所： ウェスタ川越（ 川越市）

内容： 総会提出議案の協議。

昼食会 場所： ウェスタ川越（ 川越市）

第 58 回大会 ※②参照

情報交換会 ※③参照

令和 5 年 10 月 5 日 エク スカーショ ン（ 1 日目） ※④参照

令和 5 年 10 月 6 日 エク スカーショ ン（ 2 日目）

解散式 ラ ・ ボア・ ラ ク テ（ 川越市）

①打合せ懇談会

日時： 令和 5 年 10 月 3 日（ 火）　 18:00 ～ 20:00

場所： 氷川会館　 ２ 階朝陽

　 　 　 参加者　 　 川合　 善明　 川越市長

　 　 　 　 　 　 　 　 豊岡　 武士　 三島市長

　 　 　 　 　 　 　 　 細野　 豪志　 衆議院議員　 史跡保全議員連盟世話人

　 　 　 　 　 　 　 　 赤池　 誠章　 参議院議員　 史跡保全議員連盟世話人

　 　 　 　 　 　 　 　 山下　 信一郎　 文化庁　 文化財鑑査官

　 　 　 　 　 　 　 　 大野　 元裕　 埼玉県知事

　 　 　 　 　 　 　 　 新保　 正俊　 川越市教育委員会教育長

　 　 　 　 　 　 　 　 世古口　 哲也　 明和町長

　 　 　 　 　 　 　 　 山添　 藤真　 与謝野町長

　 　 　 　 　 　 　 　 中村　 正人　 う るま市長

　 　 　 　 　 　 　 　 藤井　 壽夫　 函館市教育長

　 　 　 　 　 　 　 　 井澤　 邦夫　 国分寺市長

　 　 　 　 　 　 　 　 榎本　 義法　 富岡市長

　 　 　 　 　 　 　 　 深谷　 晃祐　 多賀城市長

　 　 　 　 　 　 　 　 田中　 禎彦　 文化庁文化財第二課課長

　 　 　 　 　 　 　 　 国谷　 勝伸　 文化庁文化財第二課副課長

　 　 　 　 　 　 　 　 小塚　 英章　 三島市教育長

②第 58 回大会（ 開会式、 総会、 閉会式、 講演会）

　 　 ・ 開会式

　 　 　 日時： 令和 5 年 10 月 4 日（ 水）　 14:00 ～ 14:40

　 　 　 場所： ウェスタ川越（ 開会式、 総会、 閉会式、 講演会）

　 　 　 開会のこ と ば　 　 全国史跡整備市町村協議会　 副会長　 明和町長　 世古口　 哲哉
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月日

ウェスタ川越 出発 ウェスタ川越 出発 ウェスタ川越 出発 ウェスタ川越 出発 ウェスタ川越 出発

到着 到着 到着 到着 到着

視察 30分 視察 20分 視察 55分 視察 60分 － 20分

出発 出発 出発 出発 出発

到着 到着 到着 到着 到着

視察 20分 視察 25分 視察 40分 視察 50分 視察 30分

出発 出発 出発 出発 出発

到着 到着 到着 到着 到着

視察 25分 視察 30分 － 40分 視察 40分 視察 60分

出発 出発 出発 出発 出発

到着 到着 到着 到着 到着

視察 30分 － 40分 視察 60分 － 40分 － 40分

出発 出発 出発 出発 出発

到着 到着 到着 到着 到着

視察 60分 視察 30分 視察 40分 視察 60分 視察 30分

出発 出発 出発 出発 出発

到着 到着 到着 到着 到着

－ 40分 視察 60分 － 15分 視察 70分 視察 40分

出発 出発 出発 出発 出発

到着 到着 到着

視察 40分 視察 30分 視察 30分

出発 出発 出発

到着 到着

視察 30分 視察 40分

出発 出発

ウェスタ川越周辺 到着 ウェスタ川越周辺 到着 ウェスタ川越周辺 到着 ウェスタ川越周辺 到着 ウェスタ川越周辺 到着

月日

ウェスタ川越 出発 ウェスタ川越 出発 ウェスタ川越 出発 ウェスタ川越 出発

到着 到着 到着 到着

視察 30分 視察 30分 視察 30分 視察 70分

出発 出発 出発 出発

到着 到着 到着

視察 30分 視察 30分 視察 30分

出発 出発 出発

到着 到着 到着

視察 60分 視察 60分 視察 60分

出発 出発 出発

ラ・ボア・ラクテ 到着 ラ・ボア・ラクテ 到着 ラ・ボア・ラクテ 到着 ラ・ボア・ラクテ 到着

開始 開始 開始 開始

－ 60分 － 60分 － 60分 － 60分

終了 終了 終了 終了

第58回全国史跡整備市町村協議会大会 エクスカーション日程

吉見百穴・
吉見町埋蔵文化財
センター[吉見町]

水子貝塚
[富士見市]

杉山城跡
[嵐山町]

【休憩】
長瀞駅周辺

東松山市埋蔵
文化財センター
[東松山市]

真福寺貝塚
[さいたま市岩槻区]

小倉城跡
[ときがわ町]

長瀞
[長瀞町]

移動時間50分 移動時間40分 移動時間45分 移動時間80分

移動時間70分

Aコース②(古墳)

移動時間50分

東松山市埋蔵
文化財センター
[東松山市]

10月5日
(木)

移動時間50分

移動時間15分

移動時間15分

移動時間45分

移動時間10分

おがの化石館・
ようばけ
[小鹿野町]

Aコース①(古墳) Bコース(貝塚) Cコース(中世城館跡) Dコース(秩父)

移動時間20分 移動時間10分[徒歩]

移動時間20分

移動時間20分

八幡山古墳
[行田市]

移動時間5分

移動時間20分

移動時間20分

【昼食】
ふじみ鮨
[行田市]

移動時間5分

移動時間30分 移動時間10分[徒歩]

移動時間10分

将軍塚古墳
[東松山市]

【昼食】
ほてい家

[さいたま市岩槻区]

菅谷館跡・
埼玉県立嵐山史跡
の博物館[嵐山町]

埼玉県立
自然の博物館
[長瀞町]

移動時間50分移動時間50分 移動時間80分

10月6日
(金)

解散式
(昼食)

解散式
(昼食)

解散式
(昼食)

移動時間65分

移動時間20分 移動時間20分 移動時間65分

移動時間15分

川越市川越伝統的
建造物群保存地区

移動時間30分

山王塚古墳
[川越市]

移動時間25分

河越館跡
[川越市]

移動時間15分

川越市川越伝統的
建造物群保存地区

移動時間20分

河越館跡
[川越市]

山王塚古墳
[川越市]

移動時間25分

移動時間20分

鉢形城跡
[寄居町]

解散式
(昼食)

移動時間15分

【昼食】
ふじみ鮨
[行田市]

埼玉古墳群
[行田市]

【休憩】
道の駅アグリ

パークゆめすぎと
(又は道の駅ごか)

松山城跡・
吉見町埋蔵文化財
センター[吉見町]

秩父札所32番
般若山法性寺
[小鹿野町]

移動時間15分

移動時間15分

川越市川越伝統的
建造物群保存地区

山王塚古墳
[川越市]

河越館跡
[川越市]

Fコース①(川越市内) Fコース②(川越市内) Cコース(中世城館跡)

移動時間60分

移動時間90分

Fコース③(川越市内)

旧渋沢邸「中の家」
[深谷市]

移動時間80分

移動時間10分

中宿古代倉庫群跡
[深谷市]

中宿古代倉庫群跡
[深谷市]

移動時間10分

旧渋沢邸「中の家」
[深谷市]

移動時間80分

埼玉古墳群
[行田市]

八幡山古墳
[行田市]

神明貝塚
[春日部市]

下里・青山板碑製作
遺跡（割谷地区）

[小川町]

美の山公園
[秩父市・皆野町]

移動時間10分 移動時間10分 移動時間15分 移動時間40分 移動時間50分

【昼食】
ヘリテイジ美の山

[皆野町]

吉見百穴・
吉見町埋蔵文化財
センター[吉見町]

移動時間45分

移動時間15分

将軍塚古墳
[東松山市]

移動時間15分 移動時間15分[徒歩]

黒浜貝塚
[蓮田市]

【昼食】
国立女性教育会館

[嵐山町]

④エクスカーション
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９ 　 指定文化財の管理

９ －１ 　 指定文化財保存事業（ 補助事業）

　 令和５ 年度に補助金を交付した保存事業は以下のと おり である 。

（ １ ） 有形文化財・ 建造物の防災設備保守点検（ 川越市補助金総交付額　 443,000 円）

重要文化財 喜多院客殿ほか 防災設備保守点検 経常

〃 東照宮本殿ほか 防災設備保守点検 経常

〃 日枝神社本殿 防災設備保守点検 経常

〃 大沢家住宅 防災設備保守点検 経常

県指定文化財 三芳野神社社殿ほか 防災設備保守点検 経常

〃 氷川神社本殿ほか 防災設備保守点検 経常

〃 古尾谷八幡神社社殿 防災設備保守点検 経常

市指定文化財 原家住宅 防災設備保守点検 経常

〃 小島家住宅 防災設備保守点検 経常

〃 田中家住宅 防災設備保守点検 経常

（ ２ ） 史跡・ 天然記念物の保存（ 川越市補助金総交付額　 1,050,000 円）

市指定文化財 牛塚古墳 環境整備 経常

〃 上戸日枝神社 環境整備 経常

〃 鯨井のヒ イラ ギ 環境整備 経常

〃 下小坂の大ケヤキ 環境整備 経常

〃 古市場のヒ イ ラ ギ 環境整備 経常

〃 愛宕神社古墳 環境整備 経常

〃 浅間神社古墳 環境整備 経常

〃 仙波東照宮 環境整備 経常

（ ３ ） 有形文化財の修理（ 川越市補助金総交付額　 4,410,000 円）

重要文化財 喜多院保管指定文化財 燻蒸・ 殺虫 経常

〃 大沢家住宅 外壁修繕 緊急

市指定文化財
埼玉県立川越女子高等学校

明治記念館
外部・ 内部修繕 臨時

〃 山下家住宅 外壁ほか修繕 緊急

〃 田中家住宅 観音扉修繕 緊急

〃 田中家住宅 防災設備改修 緊急

〃 仙波東照宮 危険樹木剪定 緊急

（ ４ ） 民俗文化財の修理

　 令和 5 年度は該当なし 。
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９ －２ 　 文化財保存団体への助成と 活動状況

（ １ ） 無形民俗文化財の後継者育成・ 保存事業（ 川越市補助金総交付額　 1,061,000 円）
　 埼玉県・ 川越市指定無形民俗文化財 16 件について後継者育成・ 保存事業を実施、 各団体に補

助金を交付した。 補助の対象と なった文化財は次のと おり である。

県指定無形民俗文化財 川越祭り ばやし （ 中台）

〃 老袋の万作

〃 石原の獅子舞

〃 ほろ祭

〃 老袋の弓取式

市指定無形民俗文化財 南田島の足踊り

〃 鯨井の万作

〃 中福の神楽

〃 石田藤宮神社の筒粥神事

〃 芳地戸のフセギ

〃 上寺山のマングリ

〃 上寺山の獅子舞

〃 川越の木遣り

〃 下小坂の獅子舞

〃 石田の獅子舞

〃 新宿雀ノ 森のお焚き上げ

（ ２ ） 文化財関係団体への助成（ 川越市補助金総交付額　 400,000 円）
　 文化財の保護・ 普及を目的に活動している文化財保護団体に対し 、 団体育成のため川越市補助

金を交付した。

川越氷川祭の山車行事保存会

川越市文化財保護協会
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11　 川越市文化財保存活用地域計画の策定

11 －１ 　 川越市文化財保存活用地域計画と は

平成 31 年施行の改正文化財保護法により 、 市町村が地域の文化財の保存・ 活用のために、

文化財保存活用地域計画（ 以下、 地域計画） を作成できるこ と になった。 川越市では、 令和

２ 年から地域計画の策定に向けて準備を開始した。

今年度は、 川越市文化財保存活用地域計画策定協議会や川越市文化財保護審議会による意

見の聴取、 地域計画のパブリ ッ ク コメ ント による意見聴取、 文化庁の文化財調査官による文

化庁協議を実施した。 その結果、 修正を加えた地域計画を、 埼玉県を通して文化庁へ提出し

たと こ ろ、 令和５ 年 12 月 15 日に文化庁から 地域計画の認定を受けた。 また、 令和６ 年度

からの地域計画の実施を見据え、 高階地区を中心にした講座などを実施した。

11 －２ 　 文化庁協議について

川越市文化財保存活用地域計画の各章の素案などについて、 文化庁文化資源活用課と 協議

を、 対面で 5 月 24 日に実施した。 その後は電子メ ールや電話で、 文言の修正などの協議を

重ねた。 10 月 17 日には、 村上文化庁文化財調査官が現地調査と して訪問さ れた。

11 －３ 　 文化財保存活用地域計画にと も なう 講座について

地域計画の趣旨や川越市の歴史遺産の魅力を広く 市民に周知するため、 以下のよう な講座

を実施した。 高階地区のみの開催と なったが、 地域の歴史遺産に対する地域住民の想いを知

る講座と なり 、 令和６ 年度から始まる地域計画を見据えた講座と もなった。

　 たかしな遺産めぐり 講座３ （ 於： 高階公民館）

日程 時間 内容 人数

１ 月 18 日（ 木） 13 時半～ 16 時 川越街道の座学と フィ ールド ワーク 20

２ 月１ 日（ 木） 13 時半～ 15 時半
地域計画の座学、 たかし な遺産についてワ ーク

ショ ッ プ
16

　 　 フィ ールド ワーク （ 砂新田春日神社）　 　 　 　 　 　 　 　 ワーク ショ ッ プ
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12　 文化財の活用

12 －１ 　 資料の貸出

　 令和５ 年度には４ 件の依頼を受け、 下記のと おり 資料の貸出しを行った。

（ １ ） 常設展等に貸与し た資料（ ３ 件）

貸出期間 貸出先 貸出目的 貸出資料

４ 月１ 日～３ 月 31 日 入間市博物館
常設展『 入間の歴史』

に展示

小仙波四丁目遺跡出

土遺物５ 点

４ 月１ 日～３ 月 31 日
学校法人ひま わり 学

園

新園舎内展示ケース

に展示

寿町東遺跡出土遺物

10 点

４ 月１ 日～３ 月 31 日 市立博物館
常設展『 原始・ 古代

コーナー』 他に展示

河越館跡出土遺物他

計 292 点

（ ２ ） 特別展・ 企画展等に貸与し た資料（ １ 件）

貸出期間 貸出先 貸出目的 貸出資料

10 月 18 日

～ 12 月 15 日
川越市立博物館

企画展『 酒と 宴』 に

展示

河越館跡出土遺物他

10 点

12 －２ 　 市指定文化財の活用状況

（ １ ） 時の鐘

種　 別 市指定有形文化財　 建造物

所 在 地 幸町 15 －７

　 時の鐘は、 江戸時代初期に川越城主酒井忠勝によ り 現

在の場所に創建さ れた。 大火による焼失を繰り 返し 、 現

在の時の鐘は明治 26 年（ 1893） の川越大火の翌年に再

建さ れた。 現在では小江戸川越のシンボルと なっている。

自動鐘打機による １ 日４ 回の鐘つき （ 午前６ 時、 正午、 午後３ 時、 午後６ 時に各６ 打ずつ） と 夜

間ラ イ ト アッ プ（ 午後 10 時まで） を行っている。

活用の状況

月日 件名 内容

８ 月６ ・ ９ 日 原爆の日における時の

鐘の点鐘

広島市及び長崎市の原爆死没者の冥福と 平和を祈念する

ため、 原爆投下の同日同時刻に点鐘した。

11 月 3 日

　 ～ 12 日

プチ蔵と 現代美術展

2023 の展示場所提供

川越市内１ ３ か所を会場に５ ～６ 人の海外作家の現代美

術の作品を展示する
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（ ２ ） 永島家住宅（ 旧武家屋敷）

種　 別 市指定記念物　 史跡

所 在 地 三久保町５ －３

永島家住宅は､ 川越城南大手門近く の武家地

であった南久保町（ 現三久保町の一部） の一角

に構えら れた中級武士の武家屋敷である。 平成

21 年に土地・ 建物の一部の寄付を受け、 平成 24

年３ 月から 庭園の公開を開始し た。 平成 28 年度

に残り の建物部分が寄付さ れ、 土地・ 建物の全

てが市の所有と なった。

庭園公開

一般公開 毎週土曜日（ 12 月 29 日～１ 月３ 日除く ）

特別公開 ゴールデンウイーク 　 ５ 月３ ・ ４ ・ ５ 日（ 水・ 木・ 金）

川越まつり 　 10 月 14・ 15 日（ 日）

公開時間 午前９ 時～午後４ 時

見学者数

公開月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

公開日数 ( 日 ) 5 7 4 5 4 5 5 4 4 4 4 5 56

見学者数 ( 人 ) 75 271 72 50 57 104 379 263 147 96 136 161 1,811

（ ３ ） 川越城中ノ 門堀跡

種　 別 県指定史跡「 川越城跡」 の一部

所 在 地 郭町１ 丁目８ －６

川越城は長禄元年（ 1457） に太田道真・ 道灌

父子によ り 築城さ れ、 江戸時代ま で存続し た。

中ノ 門堀は、 江戸時代の正保年間（ 1644 ～ 47）

に川越藩主松平信綱が行っ た城の拡張工事に

伴って築造さ れた堀と 考えら れる。 明治以降に

旧城内の宅地化が進む中、 堀跡と し ては唯一埋

め立てられず残存していた。 平成 20 年度に市が用地取得、 平成 21 年度に整備を行い、 平成 22

年度から公開している。

公開時間　 午前９ 時～午後５ 時（ 12 月 29 日～１ 月３ 日除く ）
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12 －３ 　 他部局所管の文化財施設の状況

（ １ ） 川越城本丸御殿〔 博物館〕

指定名称 川越城本丸御殿及び家老詰所

種　 別 県指定有形文化財　 建造物

所 在 地 郭町２ 丁目 13 －１

本丸御殿は嘉永元年（ 1848） に当時の城主松

平大和守斉典によ り 建築さ れた御殿建築。 明治以

降次第に解体さ れ、 玄関と 大広間部分のみが残っ

ている。 昭和 42 年の県指定後に復原修理し 、 一

般公開を開始した。 家老詰所は昭和 62 年に復原

移築さ れた。 平成 20 年から 23 年にかけて、 半解体修理を実施した。

活用の状況

開館時間 午前９ 時～午後５ 時

休 館 日 月曜日（ 休日の場合は翌日）、 第４ 金曜日（ 休日を除く ）、 12/29 ～１ / ３

現状変更・ 修理等の状況

なし

（ ２ ） 川越市蔵造り 資料館〔 博物館〕

指定名称 旧小山家住宅（ 店蔵・ 袖蔵）、

旧小山家住宅（ 住居棟、一番蔵、 二番

蔵、三番蔵、便所棟、稲荷社、門及び塀）

種　 別 市指定有形文化財　 建造物

所 在 地 幸町７ －９

明治 26 年（ 1893） の川越大火直後に、 煙草商

を営む小山家（ 屋号万文） が建設し た蔵造り 商家。

昭和 52 年から 川越市文化財保護協会によ り 蔵造り

資料館と して公開さ れ、 昭和 58 年に教育委員会の所管と なった。

活用の状況　  耐震化工事のため休館

現状変更・ 修理等の状況

蔵造り 資料館耐震化工事（ 平成 28 年～）
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（ ３ ） 旧川越織物市場、 旧栄養食配給所〔 都市景観課〕

指定名称及び所在地

　 旧川越織物市場　 松江町２ 丁目 11 － 10

　 旧栄養食配給所　 松江町２ 丁目 12 －４

種　 別 市指定有形文化財　 建造物

旧川越織物市場は明治 43 年（ 1910）、 衰退す

る 川越の織物流通業界の起死回生策と し て建設

さ れた。 旧栄養食配給所は当初は事務所だった

と みら れる 建物で、 昭和９ 年（ 1934） から 昭和

20 年まで栄養食配給所が開設さ れていた。 平成 14 年に建物、 平成 25 年に土地を市が取得し、

令和２ 年度から旧川越織物市場の復原工事を行っている。

令和 2 年度から 令和 5 年度まで復元工事を実施した。 令和 6 年度から は、 復元し た建物を活

用し 、「 川越市文化創造インキュベーショ ン施設（ コエト コ ）」 と して運営を行う 予定である。

現状変更・ 修理等の状況

旧栄養食配給所等整備工事（ 令和 4 年 6 月 28 日～令和 5 年 10 月 31 日）

（ ４ ） 川越市旧山崎家別邸、 川越市旧山崎氏別邸庭園〔 観光課〕

指定・ 登録名称及び種別

　 旧山崎家別邸　 　 国重要文化財（ 建造物）

　 旧山崎氏別邸庭園　 国登録記念物名勝地

所 在 地 松江町 ２ 丁目７ －８

旧山崎家別邸は、「 亀屋」 の５ 代目嘉七氏の隠

居所と し て大正 13 年（ 1924） に建設さ れた、

和洋折衷住宅と 和風庭園。 保岡勝也が設計した。

平成 18 年に市の所有と なり 、 平成 26 年度に

建物改修工事、平成27 年度に植栽工事等を実施。平成28 年度から 庭園・ 母屋を一般公開している。

令和元年９ 月 30 日付で国の重要文化財に指定さ れた。

活用の状況

　 通常公開のほか、 蔵と 現代美術展（ 11 月 3 日～ 11 月 12 日） を実施した。

公開時間　 ４ 月～９ 月　 午前９ 時 30 分～午後６ 時 30 分（ 入館は午後６ 時まで）

　 　 　 　 　 10 月～３ 月　 午前９ 時 30 分～午後５ 時 30 分（ 入館は午後５ 時まで）

休館日　 　 第１ ・ ３ 水曜日、 12 月 29 日～１ 月１ 日

現状変更・ 修理等の状況

　 なし
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（ ５ ） 川越市産業観光館〔 産業振興課〕

登録名称 旧鏡山酒造明治蔵、 旧鏡山酒造

大正蔵、 旧鏡山酒造昭和蔵

種　 別 国登録有形文化財

所 在 地 新富町１ 丁目 10 －１

明治８ 年（ 1875） に創業し た鏡山酒造の酒蔵

である。 平成 12 年（ 2000） に廃業し た翌年市

が土地と 建物を取得し 、 平成 19 ～ 20 年度に建

物改修工事を実施した。 平成 22 年度から 産業観光館「 小江戸蔵里」 と して活用している。

活用の状況

指定管理により 、 地域の特産物などを提供する飲食・ 物販施設と して活用している。

平成 29 年度には、 昭和蔵を改装し、 埼玉県内の地酒（ 現在 32 蔵） を取り 扱う 、 酒蔵の特性

を活かした歴史や文化を感じても らえる魅力ある施設と して保存・ 活用している。

　

現状変更・ 修理等の状況

なし

12 －４ 　 文化財の公開

令和 5 年度に公開届の提出さ れた文化財は以下のと おり である。

（ １ ） 常設展等に貸与し た資料

貸出期間 貸出先 貸出目的 貸出資料

1
４ 月１ 日

～３ 月 31 日
入間市博物館

常設展『 入間の歴史』

に展示

小仙波四丁目遺跡

出土遺物５ 点

2
４ 月１ 日

～３ 月 31 日
学校法人ひまわり 学園

新園舎内展示ケース

に展示
寿町東遺跡出土遺物 10 点

3
４ 月１ 日

～３ 月 31 日
市立博物館

常設展『 原始・ 古代

コーナー』 他に展示
河越館跡出土遺物他 50 点

（ ２ ） 博物館等での公開

公開期間 指定区分 公開した文化財 公開施設 展示会名称

1
6 月 10 日

～ 9 月 10 日

県指定

書跡・ 典籍・ 古文書

光西寺松井家文書

（ 松平家康起請文ほ

か合計 7 点）

西尾市

岩瀬文庫

市制 70 周年・ 岩瀬文庫

リ ニューアル 20 周年記念

特別展「 家康を 支えた武

将・ 松井忠次」

2
7 月 1 日

～ 8 月 20 日

県指定

書跡・ 典籍・ 古文書

光西寺松井家文書

（ 松平家康起請文）

岡崎市美術

博物館

NHK大河ド ラ マ特別展

「 どう する家康」

3
11 月３ 日

～ 12 月 13 日

県指定

書跡・ 典籍・ 古文書

光西寺松井家文書

（ 松平家康起請文）

静岡市

美術館

NHK大河ド ラ マ特別展

「 どう する家康」
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公開期間 指定区分 公開した文化財 公開施設 展示会名称

4
1 月 13 日

～ 3 月 3 日

県指定

工芸品
銅造阿弥陀三尊懸仏

埼玉県立

嵐山史跡の

博物館

令和５ 年度企画展

「 武蔵武士の食と 信仰

―食べて 祈って戦って―」

5
9 月 16 日

～ 10 月 1 日

市指定

工芸品

刀

銘（ 表） 應小川敬之好藤

枝太郎英義作之

　 （ 裏） 文久三癸亥年八

月吉日目方二百三十目ノ

タレ好通

市立博物館
令和５ 年度埼玉県名刀展

「 大名家のお抱え刀工」

市指定

工芸品

薙刀

銘（ 表） 武州住英辰作

　 （ 裏） なし

（ ３ ） 川越まつり 会館での山車展示

公開期間 指定区分 公開した山車 保有町内

１ 4 月 27 日～ 6 月 27 日
県 指 定

有形民俗
川越氷川祭山車（ 三番叟の山車） 六軒町

2 6 月 29 日～ 8 月 22 日
県 指 定

有形民俗
川越氷川祭山車（ 山王の山車） 元町二丁目

3 6 月 29 日～ 8 月 22 日
県 指 定

有形民俗
川越氷川祭山車（ 鈿女の山車） 大手町

13　 埋蔵文化財

川越市内には、 345 カ所の埋蔵文化財包蔵地があり 、 こ れら は国・ 県の指導によ り 分布調査

を行い設定したも のである。 こ の包蔵地内で土木工事などの開発行為を行う 場合には、 工事に先

立って、 埋蔵文化財の有無を確認するための試掘調査が必要である。 令和５ 年度は以下のと おり

70 件の試掘調査を実施し た。 試掘調査によ り 埋蔵文化財の存在が認めら れた場合は開発者側と

保存について協議を行い、 開発によって破壊を免れない埋蔵文化財については、 遺跡の姿を後世

に伝えるこ と を目的と し た緊急発掘調査を実施している。 令和５ 年度は４ 件の発掘調査を行い、

多く の遺構が検出さ れ、 遺物が出土している。

13 －１ 　 埋蔵文化財調査一覧

（ １ ） 発掘調査件数の推移

年度 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 10 年間の合計

件数 1 4 4 4 8 5 4 12 13 3 58 件

前年度からの継続 1 0 1 1 0 0 0 0 1 1 －

合　 　 計 2 4 5 5 8 5 4 12 14 4 －
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（ ２ ） 発掘調査一覧

遺跡名
調査
次数

調査地番 原因 調査面積

調査期間 調査主体 時代

1 東下川原遺跡 ５ 次

的場 2568-4・ 5、 2569、 2570-2、

2581-2・ 3、 2582-1・ 11
道路 702.8㎡

令和５ 年３ 月 13 日～７ 月３ 日 教育委員会 古代

2 川越城跡 47 次
郭町１ 丁目９ -10 個人住宅兼事務所 22㎡

８ 月４ 日 教育委員会 近世

3 川越城跡 48 次
郭町２ 丁目 14-4・ 9・ 10・ 20 個人住宅 236㎡

10 月 17 日～ 10 月 23 日 教育委員会 中世

4 新田屋敷遺跡 15 次

上戸 212-2、 213-3、 216-4、 217-3、

225-2、 226-2、 228-8
道路 1826㎡

７ 月 11 日～令和６ 年３ 月 27 日 教育委員会 中世

（ ３ ） 試掘調査一覧

実施日 調査地番
調査面積

（ ㎡）
遺跡名 結果

１ ４ 月 10 日 小仙波町１ 丁目 11–17・ 21 126 喜多院境内遺跡 ×

２ ４ 月 12 日 笠幡 299– ２ 499 賀嘉良遺跡 ×

３ ４ 月 14 日 寿町１ 丁目 2292– ３ 249 寿町東遺跡 ×

４ ４ 月 18 日 寺尾 838– ７ ・ 15 117 田成遺跡 ×

５ ４ 月 20 日 笠幡 980– ３ 857 宮北遺跡 ×

６ ４ 月 21 日 小仙波町１ 丁目 21– １ 11,670 東照宮遺跡 ×

７ ４ 月 24 日 小仙波町１ 丁目 17 の一部 121 喜多院境内遺跡 ×

８ ４ 月 25 日 稲荷町６ –81 55 藤原町遺跡 ×

９ ４ 月 27 日 稲荷町６ –109 66 藤原町遺跡 ×

10 ４ 月 28 日 笠幡 1597– ５ ・ ７ ・ ９ ・ 13 252 関口田端遺跡 ×

11 ５ 月９ 日 並木 250– １ の一部 502 並木遺跡 ×

12 ５ 月 18 日 小仙波町２ 丁目 18-21 103 小仙波２ 丁目Ａ遺跡 ×

13 ５ 月 30 日 鯨井 1915– １ 337 浅間下遺跡 ○

14 ６ 月 13 日 今泉 510–1・ 2、 511、 542–3 の各一部 202 南田遺跡 ×

15 ６ 月 15 日 並木 248– １ 、 250–19 471 並木遺跡 ×

16 ６ 月 15 日 小中居 428– １ 216 小中居遺跡 ×

17 ６ 月 19 日 並木 250– １ ・ ２ 509 並木遺跡 ×

18 ６ 月 21 日 小仙波町３ 丁目 17–12 747 小仙波４ 丁目遺跡 ○

19 ７ 月４ 日 郭町２ 丁目 11–52 227 川越城跡 ○

20 ７ 月６ 日 上戸 182–25 101 天王遺跡 ×

21 ７ 月 10 日 郭町２ 丁目４ –42、 18–15 316 川越城跡 ×

22 ７ 月 14 日 鯨井 1816– １ ・ ２ ・ ３ 643 有泉遺跡 ×

23 ８ 月１ 日 豊田町３ 丁目２ –20・ 26 182 天屋坂遺跡 ×

24 ８ 月８ 日 並木 377– ３ 165 並木遺跡 ×

25 ８ 月 18 日 寺尾 286–27・ 28 143 寺尾貝塚 ×

26 ８ 月 21 日 寿町１ 丁目 2282 922 広栄町遺跡 ×

≪結果欄について≫
遺構なし…× 遺構あり …○ 本発掘調査実施…◎
≪結果欄について≫
遺構なし…× 遺構あり …○ 本発掘調査実施…◎
≪結果欄について≫
遺構なし…× 遺構あり …○ 本発掘調査実施…◎
≪結果欄について≫
遺構なし…× 遺構あり …○ 本発掘調査実施…◎
≪結果欄について≫
遺構なし…× 遺構あり …○ 本発掘調査実施…◎
≪結果欄について≫
遺構なし…× 遺構あり …○ 本発掘調査実施…◎
≪結果欄について≫
遺構なし…× 遺構あり …○ 本発掘調査実施…◎
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実施日 調査地番
調査面積

（ ㎡）
遺跡名 結果

27 ８ 月 21 日 広栄町 21–7 254 山王脇遺跡 ×

28 ８ 月 23 日 上戸 323– １ 1,447 龍光遺跡 ×

29 ８ 月 24 日 南田島 642– １ 161 南田島遺跡 ×

30 ８ 月 28 日 稲荷町１ – ３ 256 藤原町遺跡 ×

31 ８ 月 29 日 寺尾 94– ９ 97 寺尾貝塚 ×

32 ８ 月 30 日 稲荷町 14– ４ 1,120 藤原町遺跡 ×

33 ９ 月１ 日 郭町１ 丁目２ – ５ ・ ６ の各一部 161 川越城跡 ○

34 ９ 月７ 日 小中居 428– ７ 216 小中居遺跡 ×

35 ９ 月 14 日 鯨井 1914 205 浅間下遺跡 ○

36 ９ 月 15 日 上戸 352– ２ 413 龍光遺跡 ○

37 ９ 月 15 日 的場 550– ４ 101 八幡前・ 若宮遺跡 ×

38 ９ 月 20 日 笠幡 3605– １ 458 鳥ヶ 谷戸前遺跡 ×

39 ９ 月 25 日 藤間 397– １ 118 藤原町遺跡 ×

40 ９ 月 26 日 稲荷町８ – ７ 1,258 藤原町遺跡 ×

41 10 月 12 日 鯨井 1894– ７ ・ ９ 261 浅間下遺跡 ×

42 10 月 12 日 今泉 279– ２ 243 西河原遺跡 ×

43 10 月 13 日 南田島 721– ９ 101 南田島遺跡 ×

44 10 月 16 日 藤原町 20– ３ ・ ７ 581 藤原町遺跡 ×

45 10 月 24 日 上戸 349– １ 291 龍光遺跡 ○

46 10 月 25 日 下小坂 700– ２ 667 仲Ｃ 遺跡 ×

47 10 月 27 日 稲荷町４ –18 92 藤原町遺跡 ×

48 10 月 30 日 笠幡 2076– ５ 、 7077– ２ 401 南本町遺跡 ×

49 10 月 31 日 寺尾 147– １ ・ ２ ・ ４ 660 寺尾貝塚 ×

50
11 月 2・ 3

日
古谷上 4174– １ 、 4177、 4179– １ 2,323 善仲寺館跡 ×

51 11 月６ 日 稲荷町４ –14 82 藤原町遺跡 ×

52 11 月 13 日 上戸 280– ７ ・ ８ 301 日枝神社遺跡 ×

53 11 月 14 日 藤原町 27– ９ ・ 12 187 藤原町遺跡 ×

54 11 月 16 日 寺尾 267– １ 870 寺尾貝塚 ×

55 11 月 29 日 寺尾 273–15・ 36 173 寺尾貝塚 ×

56 11 月 29 日 稲荷町４ –17 83 藤原町遺跡 ×

57 12 月 18 日 寺尾 622– ５ 150 寺尾貝塚 ×

58 12 月 18 日 中台２ 丁目 14–12 の一部 153 大塚遺跡 ×

59 12 月 19 日 今泉 279– １ 205 西河原遺跡 ×

60 12 月 25 日 下広谷 605、 606–2 887 天神前遺跡 ×

61 １ 月 16 日 豊田本５ 丁目２ – ４ の一部 495 黒川町遺跡 ×

62 １ 月 25 日 小仙波町５ 丁目８ – ５ ・ 16・ 17 415 弁天西遺跡 ○

63 １ 月 26 日 寺尾 305– ６ ・ ８ 100 寺尾貝塚 ×

64 １ 月 30 日 藤原町 26–13 254 藤原町遺跡 ×

65 ２ 月 13 日 下広谷 439– ４ ・ ５ 243 在家遺跡 ×

66
２ 月 13 日 仙波町３ 丁目 31–21・ 22・ 23・ 24・

31・ 33・ 34・ 36・ 37 の一部
366 仙波氏館跡 ×

67 ２ 月 14 日 郭町２ 丁目１ – ７ 152 川越城跡 ◎

68 ２ 月 15 日 郭町２ 丁目 20–12・ 13 331 川越城跡 ◎

69 ２ 月 26 日 新宿町６ 丁目８ –53 100 新宿小南遺跡 ×

70 ２ 月 27 日 上戸 71– １ 474 山王久保遺跡 ○
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実施日 調査地番
調査面積

（ ㎡）
遺跡名 結果

71 ２ 月 28 日 的場 482– ３ 356 八幡前・ 若宮遺跡 ×

72 ３ 月１ 日 笠幡 1870– ２ 216 笠丹草遺跡 ×

73 ３ 月５ 日 郭町１ 丁目２ –19 155 川越城跡 ○

74 ３ 月８ 日 郭町１ 丁目 16–10 286 川越城跡 ○

75 ３ 月 19 日 南大塚１ 丁目５ – ３ 620 西中原１ 号墳 ◎

76 ３ 月 21 日 上戸 72– １ の一部 473 山王久保遺跡 ×

77 ３ 月 28 日 小堤 351– １ 380 夜弊賀伎東遺跡 ×

13 －２ 　 試掘調査

No. １ 　 喜多院境内遺跡　 (19-110)

調査地番　 小仙波町１ 丁目 11 － 17・ 21

調査面積　 126㎡

調査日時　 令和５ 年４ 月 10 日

調査原因　 分譲住宅

調査結果　 遺構なし

No. ２ 　 賀嘉良遺跡　 (19-97)

調査地番　 笠幡 299 －２

調査面積　 499㎡

調査日時　 令和５ 年４ 月 12 日

調査原因　 個人住宅

調査結果　 遺構なし

No. ３ 　 寿町東遺跡　 (19-158)

調査地番　 寿町１ 丁目 2292 －３

調査面積　 249㎡

調査日時　 令和５ 年４ 月 14 日

調査原因　 建売住宅

調査結果　 遺構なし
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http://wagmap.pasco.asp.lgwan.jp/kawagoe-egis/G0502J/Index

 中心地 |  川越市小仙波町１丁目 付近

 中心地 |  川越市小仙波町１丁目 付近

http://wagmap.pasco.asp.lgwan.jp/kawagoe-egis/G0502J/Index
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 中心地 |  川越市笠幡 付近

 中心地 |  川越市並木 付近
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 中心地 |  川越市並木 付近
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 中心地 |  川越市小仙波町３丁目 付近

 中心地 |  川越市郭町２丁目 付近
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 中心地 |  川越市豊田町３丁目 付近
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 中心地 |  川越市稲荷町 付近

 中心地 |  川越市寺尾 付近
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 中心地 |  川越市鯨井 付近
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 中心地 |  川越市笠幡 付近

試掘調査実施場所
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 中心地 |  川越市南田島 付近
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 中心地 |  川越市下小坂 付近
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 中心地 |  川越市古谷上 付近

 中心地 |  川越市稲荷町 付近
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試掘調査実施場所

 中心地 |  川越市寺尾 付近

試掘調査実施場所
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 中心地 |  川越市今泉 付近
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試掘調査実施場所

 中心地 |  川越市小仙波町５丁目 付近

 中心地 |  川越市寺尾 付近
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 中心地 |  川越市郭町２丁目 付近
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 中心地 |  川越市上戸 付近
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 中心地 |  川越市郭町１丁目 付近

 中心地 |  川越市南大塚１丁目 付近
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ト レンチ掘削状況（ 南西から）

ト レンチ断面（ 北西から）

0

S=1/400

10m

ト レンチ

川越城跡第47次調査全体図
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14　 伝統的建造物群保存地区保存整備事業

蔵造り と 時の鐘に代表さ れる町並みは川越のシンボルゾーンであり 、 かけがえのない文化遺産

である。 蔵造り 町家以外にも各時代を代表する多様な建築様式の建造物が伝えら れており 、 我が

国の都市建築の発展をう かがわせる貴重な町並みである。

14 －１ 　 伝統的建造物群保存地区制度

「 伝統的建造物群保存地区制度」 と は、 失わ

れゆく 歴史的な町並みを大切に後世に伝えてい

く ための文化財制度で、 昭和 50 年の文化財保護

法の改正によ り 創設さ れたものである。

「 伝統的建造物群」 と は、 周囲の環境と 一体

をなし て歴史的風致を形成し ている 伝統的な建

造物群で価値が高いも のをいい、 またこ れと 一

体をなし て価値を形成し ている 環境を保存する

ための地区を「 伝統的建造物群保存地区」 と いう 。

伝統的建造物群保存地区で我が国にと って価値が特に高いも のは、「 重要伝統的建造物群保存

地区」 と して文部科学大臣に選定さ れる。

14 －２ 　 地区概要

１ ． 種 別 重要伝統的建造物群保存地区

２ ． 名 称 川越市川越伝統的建造物群保存地区

３ ． 所 在 地 幸町の全部、 元町１ 丁目、 元町２ 丁目及び仲町の各一部

４ ． 面 積 約 7.8ha

５ ． 条例制定年月日 平成 10 年 6 月 23 日（ 条例第 19 号）

６ ． 都市計画決定年月日 平成 11 年 4 月 9 日

７ ． 保存計画決定年月日 平成 11 年 4 月 9 日

８ ． 選 定 年 月 日 平成 11 年 12 月 1 日

（ 文部省告示第 197 号）

９ ． 選 定 理 由 重要伝統的建造物群保存地区選定基

準「（ １ ） 伝統的建造物群が全体とし

て意匠的に優秀なもの」 による。

■川越市川越伝統的建造物群保存地区の範囲■川越市川越伝統的建造物群保存地区の範囲■川越市川越伝統的建造物群保存地区の範囲■川越市川越伝統的建造物群保存地区の範囲
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14 －３ 　 地区の特性

川越の伝統的な町並みは、 間口が狭く 奥行きの長い敷地割のため、 表は軒を連ねながらも 奥に

は中庭を取り 、 採光や通風に対する工夫がみら れるなど、 商業地と しての賑わいの演出と 快適な

住環境を両立さ せる知恵が活かさ れている。 伝統的建造物群の基調をなす「 蔵造り 町家」 は、 明

治 26 年の大火を契機と し て生まれたも のである。 まちの復興にあたり 川越商人は、 舟運によ り

交流のあった江戸に多く 建てら れていた防火建築の土蔵造り を採用したと 言われている。

町並みを構成する建造物と しては、 蔵造り 町家群が最も 特徴的であるが、 真壁造り 町家、 大正

昭和初期の洋風町家も分布する。 また、 町家以外の伝統的建造物には和風住宅、 洋風住宅、 並び

に埼玉り そな銀行旧川越支店（ 旧第八十五銀行本店本館） 等の近代洋風建築、 寺社、 時の鐘等の

多様な建築様式の建造物が伝えら れており 、 我が国の都市建築の発展をう かがわせる貴重な町並

みである。

14 －４ 　 令和５ 年度の主な事業の概要

（ １ ） 保存事業

伝統的建造物の修理４ 件、 応急修理３ 件、 合計７ 件の保存事業に補助金を交付した。

（ ２ ） 保存対策関連調査等

本宗稲荷神社の損傷調査及び傾倒調査を行った。

原家住宅の損傷調査及び傾倒調査、 耐震調査を行い、 修理方針を策定した。

（ ３ ） 保存活動事業

川越町並み委員会が行う 、 伝建地区の保存活動事業に補助金 150,000 円を交付した。

14 －５ 　 現状変更行為件数

建築物
新築 増築 改築 移転 除却 修繕 模様替え 色彩変更 その他 小計

１ ２ １ ０ ２ 17 ２ ０ １ 26

工作物
新築 増築 改築 移転 除却 修繕 模様替え 色彩変更 その他 小計

３ ０ １ ０ ２ ０ １ ０ ０ ７

　 土地の形質の変更 １

　 木竹の伐採 ０

　 土石の類の採取 ０

　 その他（ 看板設置・ 修繕等） 13

合 計 47

（ 一つの申請で複数の行為内容を申請している場合があるため、 許可件数と しては 32 件。）
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14 －６ 　 保存事業

（ １ ） 保存事業補助金交付額

伝統的建造物の修理４ 件、 応急修理３ 件、 合計７ 件の保存事業に、 補助金合計 27,297 ,000 円

を交付した。

（ ２ ） 保存事業の内容

事業種別 対象物件 事業内容

修 理

① 山崎家住宅店蔵 著しく 損傷した下屋の修理。

② 小谷野家住宅店蔵
著し く 損傷し たショ ーウ ィ ンド ウ 及び南面外壁の修

理。

③ 平岩・ 矢萩両家住宅主屋 著しく 損傷した南側壁面及び屋根の修繕。

④ 宮岡家住宅店蔵
閉まら なく なった観音扉及び浮き が発生する 等、 著

し く 損傷した扉周辺の外壁の修理。

応急修理

⑤ 染谷家住宅離れ建具
新たに発見さ れた古写真を元にし た木製建具の建設

当初の形状への復原修理。

⑥ 岡家住宅明治蔵樋 老朽化によ り 破損した銅製竪樋の修理。

⑦ 松崎家住宅主屋屋根 北側屋根において崩落した袖瓦及び風切丸瓦の補修。

修理事業

　 ①山崎家住宅店蔵
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②小谷野家住宅店蔵

③平岩・ 矢萩両家住宅主屋

④宮岡家住宅店蔵
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15　 普及・ 啓発事業

15 －１ 　 職員の派遣

　 令和５ 年度は 25 件の依頼を受けて職員を派遣した。

実施日 講義内容 講義場所 依頼元 参加
人数

派遣
職員

1 ５ 月 17 日 名細の史跡・ 文化財 名細市民センター
名細地区民生委員児童
委員協議会 43 轟

2 ５ 月 26 日 弥生時代 富士見市立中央図書館
入間東部地区文化財保
護連絡協議会 22 轟

3 ６ 月 ４ 日 埋蔵文化財について 川越市立博物館他 日本女子大学 16 髙木
・ 藤田

4 ６ 月 17 日 川越市の文化財 ウェスタ川越 埼玉県退職公務員連盟 20 田中

５ ７ 月 13 日 山王塚古墳 川越市南公民館 川越学舎 20 藤田

６ ９ 月 22 日 近世の川越城と 川越藩 嵐山史跡の博物館 嵐山史跡の博物館 270 宮原

７ ９ 月 28 日 川越の織物 川越市南公民館 ふるさ と 塾 　 45 石田

８ 10 月 11 日 川越まつり にチャレンジ 川越小学校 川越小学校 101 石田

9 10 月 31 日 古尾谷庄と 古尾谷氏 川越市古谷公民館 川越市古谷公民館 30 井口

10 11 月 12 日 史跡整備について 川越市立博物館他 日本女子大学 15
藤田

・ 髙木

11 11 月 16 日 時の鐘について 時の鐘 川越小学校 5 天ケ嶋

12 11 月 21 日 山王塚古墳について 川越市霞ヶ 関北公民館 川越市霞ヶ関北公民館 19 天ケ嶋

13 13 月 20 日 山王塚古墳について 川越市大東公民館 川越市大東公民館 25 藤田

14 12 月 １ 日 伊能忠敬について 川越市伊勢原公民館 川越市伊勢原公民館 40 宮原

15 12 月 14 日 山王塚古墳について 川越市大東南公民館 川越市大東南公民館 65 藤田

16 12 月 14 日 川越の民俗文化財 川越市南公民館 川越市南公民館 50 石田

17 12 月 20 日 川越の建物 川越市芳野公民館 川越市芳野公民館 20 天ケ嶋

18 １ 月 10 日 山王塚古墳について 川越市北公民館 川越市北公民館 60 髙木

19 ２ 月 ６ 日 中世後期の河越館跡 川越市霞ヶ 関北公民館 川越市霞ヶ関北公民館 25 井口

20 ２ 月 ６ 日 時の鐘について 川越市北公民館 川越市北公民館 33 天ケ嶋

21 ２ 月 18 日 縄文時代 川越市立中央図書館 川越市立博物館 100 髙木

22 ２ 月 25 日 弥生時代から 古墳時代 川越市立博物館 川越市立博物館 100 轟

23 ３ 月 １ 日 山王塚古墳について 川越市霞ヶ 関西公民館 川越市霞ヶ関西公民館 22 天ケ嶋

24 ３ 月 11 日 山王塚古墳（ 現地案内） 山王塚古墳
武蔵府中熊野神社古墳
保存会

10 藤田

25 ３ 月 22 日 近代の「 小江戸」 川越市南公民館
川越・ 比企ツーリ ズム
の会

10 宮原
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15 －２ 　 刊行物

パンフレッ ト 及び書籍を発行し 、 文化財の保護普及の一助と している。

パンフレッ ト

国指定史跡　 山王塚古墳 川越建物細見

国指定史跡河越館跡 川越市指定文化財時の鐘

川越の祭り と 芸能 国指定史跡河越館跡史跡公園

川越城中ノ 門堀跡 川越氷川祭の山車行事（ 日本語ほか９ か国語）

市指定史跡永島家住宅（ 旧武家屋敷）

書籍・ 地図（ 有償頒布）

川越市の文化財 川越の民俗調査報告書第１ 集　 福原・ 南古谷地区の民俗

ハンド ブッ ク 　 川越の歴史 川越の民俗調査報告書第 2 集　 山田地区の民俗

続川越の伝説 川越市指定文化財　 旧山崎家別邸調査報告書

川越の人物誌　 第１ 集 元町二丁目井上家文書目録

川越の人物誌　 第２ 集 川越市山田地区民具調査報告書　 鹿倉家の民具

川越の人物誌　 第３ 集　 女性編 川越の寺院建築

川越氷川祭り の山車行事調査報告書 時の鐘耐震化工事報告書

川越市文化財散策マッ プ
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15 －３ 　 防火訓練

実施日時 令和６ 年１ 月 26 日（ 金）

会場 喜多院・ 東照宮・ 日枝神社

共催
川越市教育委員会・ 川越地区消防組合

喜多院・ 東照宮・ 日枝神社

内容
通報、 消火、 重要物件搬出、 避難などの総合訓練

貯水槽、 消火器などの点検・ 整備及び試験運用

動員数

参加人員 102 名

出動消防車両 9 台（ はしご車 1 台、 化学車１ 台ほか）

見学者数　 約 100 名

概　 　 要

昭和 24 年１ 月 26 日に法隆寺金堂壁画が火災によ って焼損し たこ と から、 昭和 30 年に１ 月

26 日が「 文化財防火デー」 と 定めら れ、 消防庁と 共同で貴重な文化財を火災から 守るための取

り 組みを行っている。

本市では、 昭和 34 年に喜多院客殿・ 書院に防災設備が設置さ れたのを契機に文化財防火訓練

が開始さ れ、 毎年同時期に開催し ている 。 喜多院周辺は、 重要文化財建造物３ 件 13 棟を始め、

川越市内でも 最も 多く の文化財が集中している地域である。 また、 各文化財の防火設備等も 整備

さ れており 、 防火訓練を行なう には最適と いえる。

　 　 　 　 　 　 　 　 喜多院　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 喜多院

　 　 　 　 　 　 　 　 東照宮　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日枝神社
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国指定等文化財 県指定文化財 市指定文化財
合計

種別 件数 種別 件数 種別 件数

重
要
文
化
財

建造物 5

有
形
文
化
財

建造物 9

有
形
文
化
財

建造物 50 64

絵　 画 2 絵　 画 2 絵　 画 1 5

彫　 刻　 2 彫　 刻 12 14

工芸品 3 工芸品 5 工芸品 18 26

書籍・ 典籍・ 古文書 1 書籍・ 典籍・ 古文書 7 書籍・ 典籍・ 古文書 28 36

考古資料 1 考古資料 6 7

歴史資料 1 歴史資料 6 7

民
俗
文
化
財

民
俗
文
化
財

有形民俗文化財 1 民
俗
文
化
財

有形民俗文化財 20 21

重要無形民俗文化財 1 無形民俗文化財 6 無形民俗文化財 12 19

記
念
物

史　 　 跡 2
記
念
物

史　 　 跡 3
記
念
物

史　 　 跡 31 36

天然記念物 1 天然記念物 8 9

旧　 　 跡 4 4

国　 指定文化財　 計 14 県　 合計 42 市　 合計 192 248

重要伝統的建造物群保存地区 1

重要美術品 2

登録有形文化財 12

登録記念物 1

国 合計 30

合　 　 計 264 件
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